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自動運転体験中！
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ど
う
な
る
？
地
域
の
足

交
通
空
白
地
帯
を
解
消
へ

　

町
で
は
、
廃
止
さ
れ
た
民
間
路
線

バ
ス
に
代
わ
る
交
通
機
関
と
し
て

「
ふ
れ
あ
い
ツ
ク
ー
ル
バ
ス
」
を
７

路
線
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
廃
業

し
た
田
浦
地
区
に
は
、
今
年
５
月
か

ら
社
会
実
験
と
し
て
タ
ク
シ
ー
待
機

所
を
設
置
。
さ
ら
に
10
月
か
ら
は
山

間
地
な
ど
、
公
共
交
通
が
な
い
交
通

空
白
地
帯
に
「
の
り
あ
い
ワ
ゴ
ン
」

の
実
証
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

地
域
交
通
計
画
を
来
年
度
策
定

　

今
後
、
さ
ら
な
る
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
予
測
さ
れ
、
集
落
機
能
の
低

下
や
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
な

ど
、
地
域
公
共
交
通
の
果
た
す
役
割

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
ま
す
。
住

民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
現
状
を
踏
ま

え
、
町
の
交
通
政
策
の
あ
り
方
を
検

討
し
、
今
後
の
施
策
を
展
開
し
て
い

く
た
め
、
芦
北
町
地
域
交
通
計
画
を

平
成
30
年
度
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

《路線バス》　２路線（産交バス）
　◎八代・田浦線　◎田浦・水俣線
《ふれあいツクールバス》　７路線
　◎大岩・白石線　◎大野線　◎古石線
　◎百木・長崎線　◎鶴木山線
　◎女島線　◎田川線
《タクシー》　１事業者
　◎芦北観光タクシー
《鉄道》　
　◎ JR 肥薩線　◎肥薩おれんじ鉄道

芦北町の地域交通の概要

のりあいワゴン 運行開始！
　芦北町予約型のりあいワゴンの試験運行が
10 月２日に始まり、伏木氏地区と上原地区
からそれぞれ第１便が出発しました。両地区
の住民は運転手に花束を手渡し、運行開始を
歓迎。早速予約していた住民がワゴンに乗り
込み、町中心部までの移動に利用していまし
た。
　のりあいワゴンは、ふれあいツクールバス
などの公共交通がない交通空白地帯を解消す
るため、町内７路線をタクシー会社に委託し
て運行しています。１路線につきおおむね週
２回、１日１往復運行し、利用には前日まで
の予約が必要です。利用料金は片道 150 円
〜 300 円です。予約のないときは運行を行
いません。
　別の日に白石地区から芦北高校入口バス停
まで利用した住民は「いままでは近所の人の
車にお世話になることが多かった。これから
は気兼ねなく佐敷まで来ることができます」
と笑顔で話していました。　

ふ
れ
あ
い
ツ
ク
ー
ル
バ
ス

▲伏木氏発の第１便に乗り込む住民

▲上原発の第１便に乗車した皆さん

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

　

バ
ス
や
鉄
道
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な
地
域
公
共

交
通
。
近
年
で
は
人
口
減
に
伴
う
利
用
者
数
の
減
少
に
よ
り
、
民
間
の
路

線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が
廃
止
や
廃
業
と
な
る
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

◆芦北町予約型のりあいワゴン運行路線（運休日：日曜日、年末年始）
　①上原・内木場線　②上原・黒岩・永谷線　③内木場・白石線　④告線　⑤伏木氏線　⑥古石線　⑦波多島線

　※運行日は各路線で異なります。　　　　　　【予約先】芦北観光タクシー 　☎︎（８２）２１４７　
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今月の表紙　「自動運転体験中」

　

10
月
か
ら
新
た
に
２
人
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
が
加
わ
り
、
10
月
２
日
、
芦
北

町
役
場
で
竹
﨑
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
隊
員
は
福
岡
市
か
ら
移
住
し
た

武
末
佳
太
（
た
け
す
え
・
け
い
た
）
さ
ん

と
、
東
京
都
か
ら
移
住
し
た
花
枝
俊
輔

（
は
な
え
だ
・
し
ゅ
ん
す
け
）
さ
ん
で
す
。

　

武
末
さ
ん
は
、
８
月
か
ら
す
で
に
本
町

の
協
力
隊
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
、
愛

さ
ん
の
夫
で
、
町
が
募
集
し
て
い
た
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
に
応
募
。
今
後
、
地
域
資
源
の
掘
り

起
こ
し
や
Ｐ
Ｒ
、
地
域
の
課
題
の
解
決
に

向
け
た
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

　

花
枝
さ
ん
は
茨
城
県
出
身
で
、
こ
れ
ま

で
都
内
で
イ
タ
リ
ア
ン
料
理
店
を
経
営
し

て
い
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
に
興
味
が
あ

り
「
自
分
の
ス
キ
ル
を
生
か
し
た
ま
ち
お

こ
し
が
し
た
い
」
と
町
が
募
集
し
て
い
た

「
特
産
品
開
発
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
に

応
募
。
水
産
物
加
工
施
設
な
ど
を
拠
点
に

特
産
品
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
運
営

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
飲
食
店
経
営
者
や
地
域

の
人
と
協
力
し
な
が
ら
行
う
予
定
で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
３
人
と
な
り
、

今
後
、
新
た
な
視
点
か
ら
の
地
域
づ
く
り

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地域おこし協力隊員
新たに 2 人が着任しました

竹﨑町長から委嘱状を交付された花枝俊輔さん（写真左）と
武末佳太さん（写真右）

人 口　　　１７，８５２人　  （−１３）

男 　　　　８，３８７人　  （−　６）

女 　　　　９，４６５人　  （−　７）

65 歳以上　　　　７，３３１人　  （＋　５）

世 帯 数　　　　７，３８７世帯（＋　５）

人口のうごき（H29.10. １現在）（　）内は前月比

地域おこし協力隊
どうなる？地域の足
のりあいワゴン運行開始
自動運転サービス実証実験
葦北郡飛躍の 7 位　県民体育祭
/ 速報　町民体育祭結果
新体操フェスティバル in 芦北
藤井瑞希選手　一日警察署長
/ うたせ船で水俣病を学ぶ講座
金婚夫婦表彰式
国体出場・入賞者
/ 熊本ヴォルターズ表敬訪問
安全安心たより
イベントカレンダー
文化遺産 / 民話
空中ブランコ　高岡さん
保健センターだより
チャレンジ！芦高
お知らせ
まちのわだい
星野富弘美術館だより
ジェシカの芦北ダイアリー
/ おすすめ図書
町民講座作品紹介
/ 出生・おくやみ
田中賢治チェロ名曲コンサート
/ 九州地区民俗芸能大会

自動運転の実証実験中の様子です。よ

く見るとハンドルを握るドライバーは

運転席に乗車していません。
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葦
北
郡 

飛
躍
の
７
位　

熊
本
県
民
体
育
祭　

　

９
月
16
日
、
第
72
回
熊
本
県
民
体

育
祭
が
人
吉
市
・
球
磨
郡
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
台
風
接
近
の
た
め
、
陸

上
な
ど
一
部
競
技
は
中
止
さ
れ
、
２

日
間
の
日
程
を
１
日
に
短
縮
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
み
の
成
績
で
順
位
が
つ

け
ら
れ
、
葦
北
郡
は
軟
式
野
球
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
、
サ
ッ
カ
ー
で
同

率
１
位
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
と

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
男
子
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
女
子
が
第
２
位
、　

空
手
道

が
３
位
と
好
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

総
合
で
は
、
県
下
20
郡
市
中
７
位

（
前
回
大
会
15
位
）
で
、
飛
躍
的
な

成
績
を
残
し
ま
し
た
。

引地繁一さん（76）

長年にわたり、軟式野球、
バドミントンなど、県民体
育祭の選手として出場。ジ
ュニアバドミントンクラブ
設立後は、藤井瑞希選手を
はじめ、多くの選手の指導
育成に尽力されています。

熊
本
県
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

速
報
　
町
民
体
育
祭 

順位 地域体協 総合成績

総合優勝 佐敷西 83

準優勝 佐敷東 72

３位 湯島 63

４位 泉南 63

５位 田浦北部 57

６位 大東 54

７位 田浦南部 52

　総合順位（最終）

順位 地域体協 得点

優勝 佐敷西 268

準優勝 田浦北部 247

３位
大東 246

湯島 246

５位 佐敷東 244.5

６位 泉南 239

７位 田浦南部 233.5

　陸上競技大会

佐
敷
西 

総
合
４
連
覇

《上位入賞（団体）》
軟式野球　　　　　　　　１位
バレーボール男子　　　　１位
サッカー　　　　　　　　１位
バドミントン女子　　　　２位
ゲートボール男子　　　　２位
グラウンド・ゴルフ女子　２位　
空手道　　　　　　　　　３位

　

佐
敷
西
地
域
体
育
協
会
が
、
10
月
８
日

の
陸
上
競
技
大
会
で
３
年
連
続
優
勝
し
、

平
成
29
年
度
町
民
体
育
祭
全
12
種
目
の
総

合
で
４
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

入
場
行
進
優
秀
賞
は
田
浦
北
部
、
総
合

の
躍
進
賞
は
佐
敷
東
が
獲
得
し
ま
し
た
。

《上位入賞（個人）》　【水泳】※町内関係のみ。敬称略

65 歳以上背泳ぎ　竹内正二郎　 ２位　　65 歳以上自由形　本村伸一　３位

25 歳未満自由形　小﨑陽介     　２位　　45 歳以上平泳ぎ　梅林昌子　２位

25 歳未満バタフライ    柳川知夏　     ３位　　　　　　　　　　　　

バレーボール男子

サッカー 軟式野球

※
同
点
の
場
合
は
優
勝
種
目
の
多
い

　

体
協
が
上
位
と
な
り
ま
す
。

自動運転サービスの実証実験
　

道
の
駅
芦
北
で
こ
ぽ
ん
を
拠
点

と
し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
実
証

実
験
が
10
月
１
日
か
ら
７
日
に
か

け
て
町
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

実
験
開
始
に
先
立
ち
、
９
月
30

日
に
は
現
地
で
開
始
式
が
あ
り
、

実
験
を
実
施
す
る
国
土
交
通
省
や

町
関
係
者
な
ど
約
50
人
が
出
席
。

車
両
の
除
幕
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な

ど
を
行
い
、
自
動
運
転
車
の
出
発

を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
後
、
参
加
者
や
一
般
住
民
な

ど
が
試
乗
し
、
自
動
運
転
車
の
乗

り
心
地
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
実
験
は
国
土
交
通
省
が
全

国
で
５
カ
所
の
道
の
駅
を
指
定
し

て
行
う
も
の
で
、
西
日
本
初
の
公

道
で
の
実
験
と
な
り
ま
し
た
。

道
の
駅
〜
役
場
間
を
自
動
運
転

　

自
動
運
転
車
は
道
路
に
埋
め
ら

れ
た
電
磁
誘
導
線
を
た
ど
り
、
前

方
に
つ
け
ら
れ
た
カ
メ
ラ
で
障
害

物
な
ど
を
認
識
す
る
と
自
動
停
止

す
る
仕
組
み
。
道
の
駅
か
ら
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
、
病
院
前
な
ど
を

経
由
し
役
場
ま
で
を
１
日
６
往
復

し
ま
し
た
。
実
験
で
は
運
転
手
も

乗
車
し
ま
す
が
、
自
動
運
転
区
間

で
は
ハ
ン
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ
の
操

作
は
行
わ
ず
、
安
全
確
認
と
緊
急

回
避
の
操
作
の
み
行
っ
て
い
ま
し

た
。
途
中
、
人
や
車
の
通
行
を
禁

止
し
た
約
４
０
０
㍍
の
実
験
専
用

道
で
は
、
運
転
手
が
助
手
席
に
移

動
。
運
転
席
は
無
人
の
ま
ま
走
行

し
ま
し
た
。

改
善
必
要
も
実
用
化
に
期
待

　

乗
車
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
実
験
に

参
加
し
た
平
良
あ
き
子
さ
ん
と
坂

本
悦
子
さ
ん
は
、
道
の
駅
芦
北
で

こ
ぽ
ん
か
ら
芦
北
町
役
場
ま
で
の

ル
ー
ト
を
往
復
乗
車
し
ま
し
た
。

坂
本
さ
ん
は
「
景
色
を
眺
め
な
が

ら
快
適
に
過
ご
せ
た
」
と
満
足
そ

う
。
平
良
さ
ん
は
「
実
用
化
さ
れ

る
ま
で
長
生
き
し
た
い
」
と
期
待

を
寄
せ
ま
し
た
。

　

運
転
手
と
し
て
乗
車
し
た
釜
博

幸
さ
ん
は
「
ハ
ン
ド
ル
操
作
が
い

ら
な
い
の
で
、
安
全
確
認
に
集
中

で
き
た
」
と
話
し
、
同
じ
く
運
転

手
を
務
め
た
藤
井
庇ひ
さ
しさ
ん
は
「
ま

だ
改
善
の
必
要
を
感
じ
ま
し
た
が
、

将
来
は
実
用
化
さ
れ
る
で
し
ょ
う

ね
。」
と
自
動
運
転
技
術
の
普
及

を
予
測
し
て
い
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
実
証
実
験

の
成
果
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
の
社
会

実
験
・
社
会
実
装
に
生
か
し
、
将

来
的
に
は
自
動
運
転
ビ
ジ
ネ
ス
の

展
開
に
つ
な
げ
て
い
く
方
針
で
す
。

芦北町で

実証実験の開始にあたって、テープカットをする関係者と芦北保育園児

薩摩街道を自動運転で走行する実験車両 芦北保育園の将友太鼓でオープニング
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ロンドン五輪銀

藤井瑞希選手 一日警察署長に

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出

発
式
が
９
月
21
日
に
芦
北
警
察

署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
再
春
館
製
薬
所
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
に
所
属
す
る
藤
井
瑞
希
選

手
が
、
一
日
警
察
署
長
と
し
て

あ
い
さ
つ
。
初
め
て
袖
を
通
す

警
察
官
の
制
服
に
「
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
」
と
話
し
、
改
め

て
交
通
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
芦
北
保
育
園
の
園

児
た
ち
が
マ
ー
チ
ン
グ
を
披
露
。

藤
井
選
手
も
園
児
た
ち
の
演
技

に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

　

藤
井
選
手
は
、
９
月
に
行
わ

れ
た
全
日
本
社
会
人
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
に
垣
岩
令
佳
選
手

秋の全国交通安全運動
　

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
９
月
18
日
、

Ｊ
Ｋ
Ａ
ト
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
新
体
操

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
芦
北
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
に
世
界
選
手
権
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
ア

ン
ナ
・
ベ
ッ
ソ
ノ
バ
氏
を
迎
え
、
新
体
操
日

本
代
表
の
喜
多
純
鈴
選
手
を
は
じ
め
、
20
チ

ー
ム
７
個
人
が
演
技
を
披
露
。
会
場
を
埋
め

た
約
１
２
０
０
人
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
も
Ｊ
Ｋ
Ａ
芦
北
ジ
ュ
ニ
ア
新
体

操
ク
ラ
ブ
や
芦
北
高
校
が
出
演
。
見
事
な
演

技
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

全
演
技
終
了
後
に
は
、
ベ
ッ
ソ
ノ
バ
氏
に

よ
る
講
習
会
が
あ
り
、
選
手
た
ち
は
世
界
レ

ベ
ル
の
演
技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
ベ
ッ
ソ
ノ
バ
氏
に
質
問
す

る
交
流
会
も
あ
り
、「
ど
の
く
ら
い
練
習
し

た
ら
よ
い
か
」
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

交
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
に
、「
う
た
せ
船
で
水
俣
病

を
学
ぶ
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座

は
、
水
俣
病
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
後

世
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
町
が

開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
10
回
目
。　

　

午
前
の
部
は
女
島
活
力
推
進
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
も
や
い
で
、
中
学
生
に
よ
る
作
文
発

表
と
、
水
俣
病
資
料
館
の
語
り
部
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
る
川
本
愛
一
郎
さ
ん

（
59
）
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

川
本
さ
ん
は
、
経
済
優
先
の
時
代
背
景

を
説
明
し
、「
公
害
発
生
の
根
底
に
は
人

間
を
労
働
力
と
し
て
し
か
捉
え
て
い
な
い

意
識
と
地
方
へ
の
差
別
が
あ
っ
た
」
と
振

り
返
り
ま
し
た
。
水
俣
病
患
者
活
動
の
リ

ー
ダ
ー
だ
っ
た
父
・
輝
夫
さ
ん
が
闘
争
す

る
中
で
嫌
が
ら
せ
や
家
宅
捜
索
、
自
宅
へ

の
放
火
を
ほ
の
め
か
す
脅
し
な
ど
受
け

「
被
害
者
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
受

け
る
の
か
と
い
う
悲
し
さ
、
恐
怖
が
あ
っ

た
が
、
一
方
で
、
全
国
か
ら
激
励
や
支
援

が
届
き
、
人
の
温
も
り
も
感
じ
た
」
と
語

り
ま
し
た
。
続
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

に
向
け
て
「
失
敗
し
た
こ
と
を
繰
り
返
さ

な
い
こ
と
、（
人
権
を
守
る
た
め
）
被
害

者
が
声
を
上
げ
る
勇
気
、
そ
し
て
、
起
き

た
こ
と
を
真
摯
に
反
省
し
き
ち
ん
と
対
応

す
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
参
加
者
ら
が
う
た
せ

船
に
乗
船
し
、
水
俣
湾
沖
で
、
漁
師
か
ら

海
が
有
機
水
銀
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
話

な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。　

第
10
回

う
た
せ
船
で
水
俣
病
を
学
ぶ
講
座

田
口　

永
遠
さ
ん

（
佐
敷
中
２
年
）

鳥
井　

涼
也
さ
ん

（
湯
浦
中
２
年
）

川
上　

も
も
な
さ
ん

（
田
浦
中
１
年
）

　

作
文
発
表
で
は
、

中
学
生
３
人
が
、
水

俣
病
学
習
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。

水
俣
病
関
連
情
報
発
信
事
業

新体操フェスティバル
in 芦北

ＪＫＡ芦北ジュニア新体操クラブ

全日本ジュニア新体操選手権　4 位入賞

山下凌（佐敷中３年）、岩永京大
（同 2 年）、井上彩斗（同 1 年）、

米 良 陽 希（ 同 1 年 ）、 木 下 直 生
（ 佐 敷 小 6 年 ）、 前 田 瑛 心（ 同 6

年）、下田隆毅（湯浦小 4 年）、山
田夢斗（佐敷小 4 年）

（10 月 8 日・千葉ポートアリーナ）

芦北町民総合センター開館 20 周年記念

演技指導するベッソノバ氏

ＪＫＡ芦北ジュニア新体操クラブ女子の華やかな演技

芦北高校の躍動感あふれる演技

Ｊ
Ｋ
Ａ
芦
北
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
ク
ラ
ブ
の
迫
力
あ
る
演
技

4
種
目
の
演
技
を
披
露
し
た
喜
多
純
鈴
選
手

警察官の制服を着てあいさつする藤井瑞希選手

マーチングを披露する芦北保育園児

講演する川本さん

　
「
未
来
に
続
く
不
知
火
海
の
青
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
町
内
小
学
生
の
絵
画
が
11
月
12
日
㈰
ま

で
女
島
活
力
推
進
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
も
や
い
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
出
場
。
３
位
に
入
賞
し
、
11

月
の
全
日
本
総
合
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
へ
の
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。
フ
ジ
カ
キ
ペ
ア
は

こ
の
大
会
で
上
位
に
入
賞
す
る

こ
と
で
、
5
年
ぶ
り
の
日
本
代

表
入
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
今
回
一
日
署
長
と
い
う
機

会
を
い
た
だ
き
、
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
芦
北
町
の
皆
さ
ん
に

は
い
つ
も
応
援
し
て
も
ら
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
応
援
を
力
に

変
え
て
お
返
し
が
で
き
れ
ば
」

と
話
す
藤
井
選
手
。
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
９
月
13

日
、
第
59
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
金
婚
を
迎
え
た

の
は
昭
和
42
年
に
結
婚
し
た
町
内
74
組

の
ご
夫
婦
で
す
。

　

式
で
は
熊
本
日
日
新
聞
社
の
池
下
敬

一
郎
事
業
局
次
長
が
金
婚
夫
婦
を
代
表

し
て
、
山
田
政
昭
・
邦
子
夫
妻
（
小
田

浦
５
）
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
た

し
、
半
世
紀
の
歩
み
に
敬
意
と
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

竹
﨑
町
長
が
祝
辞
と
と
も
に
、
50
年

前
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
口
ず
さ
む
と
出
席
者

か
ら
拍
手
が
沸
き
お
こ
り
、
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
宮
島

孝
会
長
か
ら
各
地
区
の
代
表
に
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
、
水
口

宣
之
・
タ
エ
夫
妻
（
大
岩
二
）
が
「
50

年
も
連
れ
添
う
と
『
夫
婦
』
と
い
う
よ

り『
空
気
』と
い
う
存
在
。
し
か
し
、『
空

気
』
が
な
い
と
生
き
て
は
い
け
な
い
。

今
日
の
私
が
あ
る
の
は
、
支
え
て
く
れ

た
妻
の
お
か
げ
で
あ
り
、
心
か
ら
妻
に

感
謝
を
伝
え
た
い
。
こ
の
住
み
心
地
満

点
で
、
活
力
み
な
ぎ
る
芦
北
町
で
地
域

奉
仕
に
努
め
、『
感
謝
』
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
２
人
揃
っ
て
長

生
き
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

【
佐
敷
地
区
】

池
田
和
夫　
　

里
惠

髙
岡　

稔　
　

せ
つ
子

立
水
庄
一　
　

ミ
ツ
子

岩
永
好
武　
　

由
美
子

丸
山　

玄　
　

和
子

川
野
敏
一　
　

ヤ
エ
子

山
下
謙
一　
　

邦
子

城　

秀
憲　
　

千
榮
子

森　

信
行　
　

テ
ル
子

鶴
坂
隆
行　
　

シ
ズ
コ

道
﨑
輝
久　
　

ツ
ギ
エ

中
村
克
已　
　

凉
子

竹
下
賢
二　
　

ふ
さ
子

村
田
徹
夫　
　

節
子

森　

博
之　
　

和
子

黒
田
正
一　
　

良
子

桑
本
弘
行　
　

美
津
子

田
畑
道
雄　
　

ヒ
ロ
子

山
本
敏
雄　
　

た
み
子

辻
田
登
市　
　

キ
ヌ
子

緒
方
光
男　
　

靖
子

謝辞を述べる水口夫妻

金婚夫婦表彰式〜共に歩み50年〜

【
吉
尾
地
区
】

水
口
宣
之　
　

タ
エ

馬
場
﨑
靜
雄　

チ
エ
子

吉
本
勝
喜　
　

道
子

本
村
昌
博　
　

千
代
美

内
野　

實　
　

美
子

岩
本
清
敏　
　

キ
ヨ
子

【
大
野
地
区
】

長
脇
末
葊　
　

文
代

草
野
義
美　
　

ハ
ル
ミ

城
戸　

榮　
　

和
子

木
谷　

勝　
　

ヒ
ロ
子

坂
本
協
一　
　

ア
サ
ミ

平
井
秀
二
郎　

良
子

【
湯
浦
地
区
】

河
内
陽
光　
　

富
佐
子

福
山
功
敏　
　

壬
奈
子

三
谷
孝
一　
　

純
子

大
矢　

薫　
　

ミ
チ
ヨ

本
山
一
俊　
　

洋
子

鳥
居
康
信　
　

國
子

北
山
次
男　
　

邦
子

前
田
隆
章　
　

和
代

宮
島
美
治　
　

香
代
子

池
田　

正　
　

ハ
ツ
エ

坂
本
一
男　
　

ヨ
シ
子

松
﨑
重
光　
　

悦
子

江
口
節
夫　
　

友
子

　

金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご

夫
婦
を
紹
介
し
ま
す
（
敬

称
略
）。な
お
表
彰
式
を
欠

席
さ
れ
た
ご
夫
婦
の
お
名

前
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
各
地
区
受
付
名
簿
順
）

祝
国
体
出
場

　

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
熊
本

ヴ
ォ
ル
タ
ー
ズ
の
湯
之
上
聡
代
表
と
キ
ャ
プ

テ
ン
の
小
林
慎
太
郎
選
手
、
テ
レ
ン
ス
・
ウ

ッ
ド
ベ
リ
ー
選
手
ら
が
10
月
５
日
、
竹
﨑
町

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

選
手
ら
は
11
月
10
日
・
11
日
に
水
俣
市
立

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
る
Ｂ
２
リ
ー
グ
戦
に

つ
い
て
、「
水
俣
・
芦
北
地
域
の
高
校
生
以

下
の
子
ど
も
た
ち
は
入
場
無
料
な
の
で
、
ぜ

ひ
見
に
来
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
㈱

　

☎︎
０
９
６
（
２
８
４
）
１
５
５
５

　

熊本ヴォルターズが表敬訪問

カ
ヌ
ー
・
少
年
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア

準
優
勝
相
撲
・
少
年
団
体

松岡友希
（芦北高３年）

３
位
陸
上
・
少
年
Ａ
５
０
０
０
㍍

井川龍人
（九州学院高２年）

７
位　

ボ
ー
ト　

塩
田
遥
香
（
学
園
大
付
属
高
３
年
）

空
手
道　

鬼
塚
大
輝
（
芦
北
高
３
年
）

　
　
　
　

釜  

拓
冶
（
大
阪
商
大
１
年)

　
　
　
　

飯
村
吏
毅
哉
（
綱
田
牧
場
）

　
　
　
　

釡 

辰
信
（
熊
本
県
監
督
・
町
教
委
）

陸
上　
　

山
下　

遼
（
徳
山
大
４
年
）

第
72
回
国
民
体
育
大
会

笑
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体

開
催
期
間
：
9
月
30
日
〜
10
月
10
日

入
賞
者

小
崎
葊
一　
　

よ
し
子

福
浦
隆
志　
　

喜
代
子

福
嶋
豊
伸　
　

順
子

倉
永
隆
之　
　

富
子

矢
野
次
男　
　

靜
香

地
方
三
男　
　

ツ
ヤ
子

宮
嶋
晃
治
郎　

良
子

緒
方
紀
夫　
　

凉
子

橋
本
弘
人　
　

明
美

橋
本
幸
人　
　

ユ
ミ
子

原
田
信
房　
　

郁
子

【
田
浦
地
区
】

桑
鶴
勝
義　
　

由
佳
子

大
田
光
一　
　

タ
ミ
ヨ

藤
澤
千
代
喜　

奎
子

山
田
政
昭　
　

邦
子

大
津
雄
宏　
　

峰
子

内
藤
隆
之　
　

ヒ
サ
子

竹
原
榮
一　
　

千
代

枇
榔
慶
一　
　

京
子

谷
口
重
光　
　

ト
シ
子

島
本
重
雄　
　

康
子

森　

政
海　
　

ツ
ギ
ヨ

宇
ノ
木
榮
喜　

瑞
代

山
本
武
信　
　

サ
エ
子

溝
﨑
健
一　
　

ア
ツ
子

岩
田　

太　
　

優
子

深
川　

渡　
　

頼
子

宮
尾
健
郎　
　

悦
子

表
彰
式
出
席
者
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
）

金
婚
夫
婦
表
彰
者

祝いめでたを歌う田浦祝い唄保存会の皆さん 代表して表彰状を受け取る山田夫妻

吉
尾
・
大
野
・
湯
浦
地
区
の
皆
さ
ん

田
浦
・
佐
敷
地
区
の
皆
さ
ん

2017．10 8広報あしきた

竹下嘉乃
（水俣高２年）

バスケットボール
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21
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29 30 31 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

日 月 火 水 木 金 土

10月19日〜11月25日
※日程は変更になることがあります 内は関連ページ

芦北町イベントカレンダー

年金出張相談
（役場３階会議室）

３歳児健診
（保健センター）

28

親子の安心サポート
（保健センター）

７〜８カ月児健診
（保健センター）

衆議院議員総選挙

投票日

離乳食教室
（保健センター）

新米パパママ教室

（保健センター）
親子の安心サポート
（保健センター）

19 20 21 22 23 24 25

文化の日

鶴川勝也
芦北コンサート
（地域活性化センター）

親子の安心サポート
（保健センター）

１歳６カ月児健診
（保健センター）

３歳児健診
（保健センター）

田浦子育て支援センター  行事予定（11 月）

※支援センターは、未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
　子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎︎（８７）００３４

11月7日（火）　秋の遠足（津奈木温泉四季彩周辺）
15日（水）　リサイクルバザー　
20日（月）〜30日（木）  お楽しみ会の練習
28日（火）　身体測定、誕生会（11・12月生）

《芦北児童館》　みんなで体を動かそう　
とき　11月12日（日）　午後１時30分〜3時30分
対象　幼児〜小学生（保護者も一緒に参加ください）
内容　タオルや新聞紙のボールでキャッチボール
　　　※参加者はタオルを２枚お持ちください。

《湯浦児童館》　秋フェス　ストーンアートを楽しもう
とき　11月23日（木・祝）　午後１時30分〜3時
対象　幼児〜小学生（15名程度・要予約）　
内容　石を利用して、模様や動物などを描く
▶利用時間　午前10時〜午後６時（月曜日休館）
＊問い合わせ先　
　芦北児童館　☎︎（８２）３０３６
　湯浦児童館　☎︎（８６）００７４　

　児童館からのお知らせ（11月の行事）

田中賢治チェロ名曲
コンサート
（しろやまスカイドーム）

芦北町文化祭

〜29日

（しろやまスカイドーム）

もやいまつり
（女島ゆめもやい）

九州地区民俗芸能大会
（しろやまスカイドーム）

緊急地震速報訓練・
熊本シェイクアウト
訓練（10:00）

３〜４カ月児健診
（保健センター）

魚の朝市 24 周年
（芦北町漁協）

不法投棄撲滅アク
ション in 女島

消費生活相談
（役場１階小会議室）

３〜４カ月児健診
（保健センター）

勤労感謝の日

J アラート全国一斉
情報伝達訓練
（11:00）

弁護士法律相談
（役場１階小会議室）

消費生活相談
（役場１階小会議室）

演奏家派遣事業
（佐敷中・湯浦中）

演奏家派遣事業
（田浦中）

    

安全安心たより

　消火器による事故が全国で発生
しています。容器が腐食、サビ、
変形している消火器は、破裂の恐
れがあり注意が必要です。

消火器は安全・適正に使用
しましょう！

事件・事故は１１０番
芦北警察署　☎︎（８２）３１１０

火事と救急は１１９番
芦北消防署　☎︎（８２）４７３１

①消火器を燃えている火の近くまで持って行き、黄
色のピンを抜き取る。
②燃えている火の根元に向けてノズルを構える。
③レバーを強く握ると、消火薬剤が噴出される。

◉日頃からの心構えが大切

◉予防策は「相談、確認」

　一般家庭に普及している消火器の使用期限は、保
管状態の良い場合で 8 〜 10 年とされています。長
い期間放置していると、容器に腐食やサビが進行し、
思わぬ事故につながります。定期的に容器等を点検
し、異常がある場合は早急に交換をしてください。
　不要になった消火器は自分で処分、分解せず専門
業者または購入した店に相談し、処分やリサイクル
を依頼しましょう。

◉古い消火器は処分・リサイクルしましょう！

◉消火器は正しく使用しましょう！

　先日、芦北町内で、警察をかたる振り込め詐欺の
予兆電話が頻発しました。警察をかたった振り込め
詐欺に注意してください。

　犯人は相手を動揺させるために、会話のはじめ
に「警察官」と告げます。警察官からの電話に驚き
不安になっているときに、さらに、「詐欺グループ」

「名簿に名前が載っていた」「金融庁から電話がある」
など、馴染みのないもっともらしい事を言い、不安
をあおります。
　犯人は、相手を不安にすることで、騙しやすい雰
囲気をつくります。「まさか」と思う人もおられる
かも知れませんが、犯人は実際にこの手口で人を騙
し、通帳を受け取り、ATM からお金を引き落とし
ているのです。

　一番の予防策は、「相談、確認すること」です。
　家族や友人に相談するのもよいですし、本当に実
在する警察官なのかを警察へ確認してもらってもよ
いです。

　「私は絶対騙されない」と思わないでください。「も
しかすると騙されるかもしれない」「詐欺の電話が
かかってくるかもしれない」と常日頃から心構えを
しておくことが、詐欺被害に遭わないために重要な
ことです。

　まず、「○○警察の▲▲です。振り込め詐欺グ
ループを捕まえたところ、犯人が持っていた名簿
にあなたの名前がありました。確認したところ、
すでに、あなたの口座から現金が引き出されてい
ます。この後、金融庁の担当者から電話があるの
で、その人の言うことに従ってください」という
電話がかかってきます。
　次に、「金融庁の××です。事件を立証するた
めには通帳が必要です。今から金融庁の●●が自
宅に通帳を取りにいくので、その人に暗証番号を
教えて、通帳を渡してください」と指示される。
　その後、実際に自宅に来た犯人に通帳を渡して
しまう。

詐欺の手口

　消防署員を装った不審電話に注意！
　消防署員を装った電話による個人情報の聞き出し
が発生しています。消防署員が個人宅へ直接電話し
個人情報を聞き出すようなことはありませんので、
注意してください。

！

慌てず、相談、確認を！
警察官をかたる電話がかかってきた！

10 月 22 日（日）に予定されていたイベントなどは開催日が

延期されています。詳しくは 16 ページをご覧ください。
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国
指
定
史
跡

平
成
20
年
３
月
28
日
指
定

 75

佐
敷
城
跡
（
佐
敷
城
の
歴
史
⑫
）

ろ
よ
り
戦
働
き
に
精
を
出
し
、
貴
方
の
よ

う
な
手
柄
を
立
て
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ

が
、
い
ま
だ
に
そ
の
よ
う
に
褒
め
ら
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ん
と
、
ま
ぁ
羨

ま
し
い
も
の
で
す
」。

  

こ
の
手
紙
を
書
い
た
と
き
、
与
左
衛
門

は
先
の
戦
い
で
戦

い
く
さ
き
ず疵
を
負
っ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
異
国
の
戦
場

で
聞
い
た
弟
の
手
柄
話
は
、
兄
と
し
て
誇

ら
し
く
思
う
反
面
、
多
少
の
嫉
妬
も
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
、
与
左
衛
門
の
素
直
な
気

持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
与
左
衛
門
は
端た

ん
せ
ん川

城
の
城
代

を
任
せ
ら
れ
ま
す
が
、
清
正
が
治
め
て
い

た
咸
鏡
道
で
は
10
月
頃
よ
り
各
地
で
朝
鮮

人
義
兵
が
蜂
起
し
、
や
が
て
端
川
城
も
包

囲
さ
れ
飢
え
と
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
の
過

酷
な
籠
城
戦
と
な
る
な
ど
、
与
左
衛
門
の

苦
闘
は
続
き
ま
す
。

　

佐
敷
で
梅
北
の
一
揆
が
発
生
し
た
と
き

（
６
月
15
日
）、
城
代
の
加
藤
与
左
衛
門
重

次
は
、
加
藤
清
正
軍
の
一
員
と
し
て
朝
鮮

半
島
に
出
陣
し
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
10
日
、
咸

か
ん
き
ょ
う
ど
う

鏡
道
（
現
在
の
北
朝
鮮

北
東
部
）
の
吉

き
っ
し
ゅ
う州
と
い
う
場
所
か
ら
、
弟

の
井
上
弥
一
郎
宛
に
一
通
の
手
紙
を
出
し

て
い
ま
す
。

　

手
紙
の
中
で
、
佐
敷
城
を
梅
北
軍
に
奪

わ
れ
た
こ
と
は
「
留る

す

い

の

守
ゐ
之
者も

の
ど
も共

油ゆ
だ
ん断

」

で
あ
る
、
と
し
な
が
ら
も
、
梅
北
を
討
ち

取
り
「
手
柄
の
段
、
三

さ
ん
ご
く
に
か
く
れ
な
し

国
無
隠
」
と
褒
め

た
た
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
手
紙
に
は
次
の
よ
う
な
一
文
が

あ
り
ま
す
。

「
上
様
よ
り
御
馬
御ご

は

い

り

ょ

う

は
い
り
や
う
、
殊

こ
と
に

金
の
御お

ざ

し

き

さ
し
き
に
て
御
茶
く
た
さ
れ
候

そ
う
ろ
う

由よ
し

承
う
け
た
ま
わ
り
そ
う
ろ
う

候
　

扨さ
て
さ
て々

、
貴
所
ハ
面め

ん
も
く
も
の

目
者

と
、
一い

っ
た
ん反
御
うう

ら
や
ま
し
き
ぎ

ら
山
敷
儀
に
て
、
拙せ

っ
し
ゃ者
儀

ハ
、
お
さ
な
き
折お

り

よ
り
骨
を
折
、
ささ

よ

う
や
う

の
手
柄
を
も
仕

つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う

候
か
と
存

ぞ
ん
じ
そ
う
ら

候
へ
共
、

い
ま
た
さ
や
う
な
る
儀
も
あ
い
申
さ
す

候
、
さ
て
さ
て
、
御
う
ら
山
敷
候
」。

【
現
代
語
訳
】

「
上
様
（
豊
臣
秀
吉
）
か
ら
褒
美
に
馬
を

頂
き
、
特
に
金
の
座
敷
（
茶
室
）
で
お
茶

を
ふ
る
ま
わ
れ
た
、
と
聞
き
ま
し
た
。
な

ん
と
貴
方
は
名
誉
な
人
物
で
あ
る
と
、
一

段
と
羨
ま
し
い
も
の
で
す
。
私
は
幼
い
こ

芦北に残る文化遺産

芦
北
町
の
民
話　

第
四
話

　

時
は
享
保
年
間
（
江
戸
時
代
中
期
）

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
頃
で
す
。

　

11
月
の
霜
が
ひ
ど
い
、
あ
る
寒
い
朝
、

佐
敷
大
橋
を
通
る
人
々
は
、
皆
凍
え
た

手
を
懐
に
突
っ
込
み
、
寒
さ
を
こ
ら
え

る
よ
う
に
小
走
り
で
行
き
交
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
時
、
諸
国
巡
礼
の
旅
の
者
と
思

わ
れ
る
一
人
の
六
部
（
諸
国
を
仏
教
の

布
教
活
動
し
て
歩
き
ま
す
。）
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

年
の
頃
は
、
長
旅
の
せ
い
か
、
顔
は

や
つ
れ
、
髪
は
白
髪
が
混
じ
り
、
見
か

け
は
六
十
余
歳
に
見
え
ま
し
た
。

　

白
い
衣
服
を
身
に
ま
と
い
、
全
国
の

著
名
な
お
寺
に
法
華
経
を
納
め
る
た
め

何
年
も
旅
を
し
て
、
よ
う
や
く
西
の
果

て
の
薩
摩
で
役
目
も
終
り
、
国
元
め
ざ

す
帰
り
の
途
中
に
こ
の
大
橋
に
さ
し
か

か
っ
た
の
で
し
た
。

　

す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
北
の

方
（
向
町
）
の
橋
の
た
も
と
か
ら
年
の

頃
な
ら
十
二
、
三
歳
、
純
白
の
巡
礼
姿

の
女
の
子
が
あ
ら
わ
れ
、
南
の
方
本
町

に
向
か
っ
て
歩
い
て
き
ま
し
た
。
背
中

に
は
重
そ
う
に
書
箱
を
背
負
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ど
ち
ら
も
寒
さ
の
た
め
、
う
つ
む
き

加
減
に
橋
を
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し 「

相あ
い
お
い
は
し

逢
橋
」
（
そ
の
①
）

て
橋
の
中
程
で
ば
っ
た
り
と
出
会
っ
た

の
で
す
。

　

顔
と
顔
が
合
っ
た
そ
の
瞬
間
「
お
お

ー
」
と
、
六
部
が
驚
き
の
声
を
あ
げ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
お
互
い
に
立
ち
止
ま
り
ま
し

た
。
六
部
は
相
手
の
女
の
子
に
驚
愕
の

瞳
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

「
人
違
い
だ
ろ
う
か
、
い
や
人
違
い
じ

ゃ
な
い
。」

「
夢
だ
ろ
う
か
、
い
や
夢
で
も
な
い
。」

す
ぐ
に
子
供
が
背
負
っ
て
い
る
書
箱
を

開
か
せ
、
住
所
等
の
書
き
付
け
を
見
つ

け
出
し
ま
し
た
。

　

書
き
付
け
に
は
、
居
所
と
名
前
が
書

か
れ
て
い
て
、
天
の
啓
示
で
予
知
し
た

如
く
そ
の
子
は
、
何
と
数
年
前
に
家
に

残
し
て
き
た
自
分
の
娘
だ
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

加藤与左衛門からの手紙（八代市立未来の森ミュ
ージアム平成２５年度秋季特別展覧会図録『秀吉が八
代にやって来た』）より転載

高
岡
由
侑
さ
ん

（34）

ふ
る
さ
と
に
夢
と
感
動
を

													木下大サーカス熊本公演
◇公演期間：11 月 29 日（水）まで
◇休演日：毎週木曜日（11 月 23 日は開演）
　　　　    10 月 18 日、11 月 15 日、22 日
◇入場料（前売り）：おとな　2,700 円〜　
　　　　　　　　　  こども　1,700 円〜
　　　　　　　　　※当日券もあります。
＊問い合わせ先 : 木下大サーカス熊本公演事務局
　　　　　　　　☎︎０９６（２３７）０４０５

芦
北
町
出
身
の
高
岡
由よ

し
ゆ
き侑

さ
ん
凱
旋
公
演

芦
北
の
皆
さ
ん
、
私
た
ち
が
贈
る
「
夢
の
世
界
」

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

空
中
ブ
ラ
ン
コ
専
門
の
ピ
エ
ロ

タ
ッ
ピ
ー

Information

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
開
催
中
の
木
下
大

サ
ー
カ
ス
熊
本
公
演
。
こ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
る「
夢
の
ダ
ブ
ル
空
中
ブ
ラ
ン
コ
シ
ョ
ー
」

の
ピ
エ
ロ
「
タ
ッ
ピ
ー
」
を
コ
ミ
カ
ル
に
演

じ
る
の
は
芦
北
町
白
岩
出
身
の
高
岡
由
侑
さ

ん
で
す
。

　

高
岡
さ
ん
は
子
ど
も
の
頃
に
ジ
ャ
ッ

キ
ー
・
チ
ェ
ン
に
憧
れ
、
バ
ク
転
を
究
め
た

い
と
水
俣
高
校
の
新
体
操
部
に
入
部
。
国
体

を
始
め
、全
国
大
会
な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。

木
下
大
サ
ー
カ
ス
か
ら
の
求
人
を
見
て
入
団

す
る
と
、
新
体
操
で
慣
ら
し
た
持
ち
前
の
運

動
神
経
を
活
か
し
、
即
戦
力
で
活
躍
。
入
団

２
年
後
に
は
目
指
し
て
い
た
サ
ー
カ
ス
の
花

形
「
空
中
ブ
ラ
ン
コ
」
に
も
出
演
を
果
た
し

ま
す
。
高
岡
さ
ん
は
「
厳
し
い
練
習
で
両
手

の
皮
が
全
て
め
く
れ
た
り
、
失
敗
し
て
両
足

を
折
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
、
グ

ロ
ー
ブ
の
よ
う
に
厚
み
を
増
し
た
手
を
見
せ

な
が
ら
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

入
団
７
年
目
と
な
る
25
歳
の
と
き
、
憧
れ

て
い
た
ア
ク
シ
ョ
ン
俳
優
の
仕
事
に
つ
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
俳
優
の
世
界
で
は
食
い
つ

な
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
や
大
工
、太
陽
光
発
電
の
営
業
マ
ン
な
ど
、

20
種
類
近
く
の
仕
事
を
転
々
と
し
ま
す
。
そ

し
て
大
手
企
業
の
工
場
に
勤
務
し
た
と
き
、

実
業
家
・
稲
盛
和
夫
氏
の
経
営
哲
学
に
感
銘

を
受
け
、
仕
事
や
物
づ
く
り
に
対
す
る
自
信

を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
時
再
び
転
機
が
訪
れ
ま
す
。

　
「
戻
っ
て
こ
な
い
か
」。

　

工
場
で
の
仕
事
は
順
調
で
、
古
巣
か
ら
の

呼
び
か
け
に
対
し
て
１
年
近
く
悩
み
ま
し
た

が
、
31
歳
で
サ
ー
カ
ス
に
戻
る
決
意
を
し
ま

し
た
。

　

以
前
は
自
分
の
役
割
に
自
ら
壁
を
作
り

「
で
き
な
い
理
由
」
を
探
し
て
い
ま
し
た
が
、

復
帰
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
糧
に
、
改
善

に
必
要
な
も
の
は
自
力
で
作
る
な
ど
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

芦
北
町
で
過
ご
し
て
い
た
学
生
時
代
は
周

囲
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
地
元

に
対
し
て
「
後
ろ
め
た
さ
が
あ
っ
た
」
と
明

か
し
ま
す
。
自
身
初
と
な
っ
た
熊
本
公
演
の

ス
テ
ー
ジ
で
「
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に

恩
を
返
し
た
い
」
と
今
日
も
会
場
に
た
く
さ

ん
の
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

現在の相逢橋（佐敷）と橋名板

2017．10広報あしきた　13
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濱田　開臣さん
（林業科３年）

山本　真帆さん
（林業科３年）

二子石　文子さん
（林業科３年）

鎌畑　美咲さん
（林業科２年）

矢野　好美さん
（林業科２年）

元村　聖華さん
（林業科３年）

尾上　菜摘さん
（林業科２年）

危険物取扱者甲種取得

測量士補国家資格取得 測量士補国家資格取得

測量士補国家資格取得、
農業クラブ全国大会農業
鑑定競技出場

農業クラブ全国大会農業
鑑定競技出場

農業クラブ全国大会意見発
表の部出場

農業クラブ全国大会農業
鑑定競技出場

高難度資格を取得

　高難度資格である危険物取扱者甲種
に１人、測量士補国家資格に３人が合
格しました。危険物取扱者甲種受験に
は乙種の複数取得が必須で、高校在学
中に１度で合格することは快挙。また、
測量士補国家資格は、芦北高校では
12 年ぶりの合格者となりました。
　資格取得にあたり、芦北町から総合
支援事業として国家資格取得・各種検
定費用の一部を補助しています。

農業クラブ全国大会に出場

　10 月 24 日〜 26 日に岡山県で
開催される農業クラブ全国大会の
農業鑑定競技に３人、意見発表の
部に１人が出場します。
　出場する生徒たちは、問題演習
や過去の発表映像を見て研究する
など、全国大会に向けて努力を重
ねています。

これから多くの資格を取得したいです

文武両道を目指
したいです

しっかり勉強して大会では良い結果を！

昨年は全国大会最優秀

賞獲得。「また１位を

目指したい」

資格取得のための勉強

には趣味のように取り

組めました

進学に向けて、これからも頑張ります

林業科の海の活動に興

味を持ってもらえるよ

うな発表をしたい

チャレンジ！あしこう

　受動喫煙とは、本人は喫煙しなくても、他人の吸ったたばこの煙（副
流煙）を周囲の人が吸いこんでしまうことを言います。
　平成 29 年２月に芦北町内の医療機関、学校、飲食店等 163 施設を対
象に、受動喫煙防止対策に関するアンケート調査を実施し、113 件（回
収率 69.3％）から回答を得ました。今回、調査結果の一部をご紹介し
ます。

受動喫煙のない社会を目指しましょう

　 72.3% が「敷地内全面禁煙」や「建物
内全面禁煙」などの受動喫煙防止対策を実
施しているという結果でした。
　27.7％が対策を実施していないと回答
しました。その理由としては、「従業員 (
職員 ) や利用者に喫煙者がおらず必要がな
い」や「施設内で要望がない」、「利用者が
減る恐れがある」等がありました。

　今後、受動喫煙防止対策で希望する取り
組みについてたずねたところ、「掲示用禁
煙マークの提供」が 67.0％と最も多くな
りました。また、「その他」の意見として、

「電子たばこの補助」「飲食店の全面禁煙」
などがありました。

　たばこの副流煙には、発がん性物質やニコチン、一酸化炭素などの有害
物質が主流煙の数倍も含まれるといわれています。受動喫煙により大人で
は、肺がん、虚血性心疾患、脳卒中などの危険が高くなり、子どもでは、
乳幼児突然死症候群（SIDS）、喘息などの危険が高くなります。

敷地内全面禁煙　
19.6%

建物内全面禁煙で
屋外に喫煙所設置
37.5%

建物内全面禁煙で屋外
は自由喫煙　9.8%

建物内に喫煙室を
設置し、排気装置
あり　0.9%

建物内に喫煙室を設
置しているが、排気
装置なし　2.7%

時間分煙   0%

その他　1.8%

実施していない　
27.7%

受動喫煙防止対策に関する
講演会や教室の開催

「受動喫煙と健康」に関する
啓発資料などの提供

掲示用禁煙マークの提供

施設の受動喫煙防止対策
に関する相談窓口

その他

無回答

43.8%

22.3%

67.0%

6.3%

3.6%

7.1%

◆受動喫煙防止対策で希望すること

受動喫煙による健康への影響

　厚生労働省が 2016 年 9 月に公表している「喫煙の健康影響に関する
検討会報告書」によると、日本での受動喫煙防止対策は、世界保健機関

（WHO）の４段階評価で、最低レベルと評価されており、諸外国と比べ遅
れているといわれています。
　芦北町では、今回の調査結果を踏まえ、関係機関や町民の皆さんと協力し、
受動喫煙防止対策に取り組んでいきます。

受動喫煙のない社会をつくるために

◆受動喫煙防止対策、実施していますか？【図１】受動喫煙防止対策実施状況

【図 2】受動喫煙防止対策で希望する取り組み（複数回答）

保健センターだより

＊保健センター
　☎︎（８６）０２００芦北町では町内唯一の高校である芦北高校の将来的な存続を図るため、平成 28 年度から芦北高校への総合的支援を行

っています。勉強や部活動をはじめ様々な分野で輝く芦北高生たち。自分自身の可能性に、チャレンジしています！
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Challenge!芦高

平成 29 年度 芦高祭
11月17日（金）・18日（土）開催

　　  17 日（金）
　　  18 日（土）

午後１時〜３時　学校寄席（三遊亭円馬、林家染雀、林家二楽）
午前９時 30 分〜　食品・実習製品販売、展示、有志団体ステージほか

　＊問い合わせ先　芦北高校　☎︎（８２）２０３４
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お 知 ら せ

《全日制》
▶︎日時 10 月 22 日（日）午前９時〜午後３時 30 分
▶︎内容　展示、ステージ発表、食品バザー、商業科販
　売実習、スーパーグローバルハイスクール取組発表

《定時制》
▶︎日時 11 月２日（木）午後６時〜７時 30 分
▶︎内容　活動紹介、展示、販売実習、食品バザー
＊問い合わせ先　水俣高校　☎︎（６３）１２８５

平成29年度　水俣高校文化祭

お 知 ら せ

町有林のクヌギ立木、
しいたけ駒打原木を販売します

募
集

助
成

■地域振興事業
　地域の特産品を活用した新製品の開発や町を元
気にするイベントなどに助成されます。

★平成 29 年度は５団体が取組を実施中

■環境技術研究開発事業
　環境配慮型の研究開発に関する事業などに助成
されます。

◆申請書提出先
　企画財政課　まちづくり推進係
　☎︎（８２）２５１１　（内線２５２）
＊問い合わせ先
　水俣・芦北地域振興財団事務局（県環境政策課内）
　☎︎０９６（２８３）８８８１　

	地域づくり活動などを応援します
	Ｈ30年度水俣・芦北地域振興財団助成事業

対象者 町内で活動する団体

対象と
なる事業

・地場特産品などを活用した新製品の開発
・物産・観光フェア、人材育成、地域間交流　など

申込期限 12 月８日（金）

対象者
水俣市・葦北郡において事業を行う法人

上記法人と連携して事業を行う大学など

対象と
なる事業

説明会
10 月 30 日（月）午後２時〜　
芦北地域振興局３階大会議室
※ 25 日（水）までに参加申込必要

申込期限 12 月 15 日（金）

実施団体 取組内容

過疎地域復興団体
reed

田舎体験ツアーや古民家活用のワ
ークショップを開催

NPO 法人
赤松館保存会

一流シェフによる 1 日限定のフレ
ンチレストランを開催

NPO 法人
ばらん家

不要な樹木・竹から堆肥を作り、
サトウキビの有機栽培を実施

薩摩街道
ななうら案内人の会

街道沿線に残る民話・伝説の掘り
起こしと製本化

自
じ ね ん じ ょ

然処 そばを利用したガレットの開発と
ガレットづくり体験

鶴川勝也〜ふるさとで歌う〜芦北コンサート
ふるさとへの思いを込めて魂の歌声を届けます。
▶日時　11 月５日（日）　午後３時開演
▶場所　地域活性化センター
▶出演　バリトン：鶴川勝也（芦北町海浦出身）
　　　　ピアノ：相原郁美
▶チケット　大人 1,500 円　高校生以下　500 円
＊問い合わせ先
　鶴川勝也応援団　☎︎（８７）１２８４ 平成30年成人式のお知らせ

成
人
式

▶期日　平成30年１月７日（日）
▶時間　午後１時 30 分〜　 受付
　　　　午後２時〜　　　　アトラクション
　　　　午後２時 30 分〜　 式典
▶場所　しろやまスカイドーム
▶対象者　平成９年４月２日〜
　　　　　　平成 10 年４月１日生まれ
　※対象者への案内状は 11 月上旬に送付します。
　　11 月末までに出欠の返信をお願いします。

＊問い合わせ先
　社会教育センター☎︎（８２）２２１３

◎クヌギ立木販売
▶申込期間　10月23日（月）〜11月２日（木）
▶販売場所　大川内（尾奈古町有林）
▶販売価格　立木１本あたり500円
　　　　　　（胸高直径10㎝〜30㎝程度）
▶申込限度　一人あたり50本まで
▶申込方法　代金をお持ちになり農林水産課にお越
　　　　　　しください。
※立木の選木・伐採・搬出は購入者で行ってください。

◎しいたけ駒打原木販売
　町有林から伐採したクヌギに昨年の春に駒打ちし
た原木を販売します。（原木長さ１m）
▶申込期間　10月23日（月）〜11月２日（木）
▶引渡期間　11月７日（火）〜11月10日（金）
▶引渡場所　芦北町役場別館　農林水産課１階倉庫
▶販売価格　大（直径20㎝以上）　1,000円
　　　　　　中（直径10〜20㎝）　   800円
　　　　　　小（直径10㎝以下）　　500円
▶申込方法　農林水産課に申込（電話または来庁）
　※申込多数の場合は本数を調整することがあります。

＊申込・問い合わせ先
　農林水産課　林務水産係　
　☎︎（８２）２５１１　（内線２７２、２７６）

▶期日　11 月 26 日（日）　
▶場所　芦北海浜総合公園
▶参加資格　身長 120 センチ以上の人
▶参加費　1,000 円（保険料含む）
▶申込期限　11 月 22 日（水）
※申込した人は 11 月 3 日〜 25 日までの期間に限
り、1 日乗り放題チケットを 1,000 円で提供します。
＊申込・問い合わせ先
　芦北海浜総合公園　☎︎（８２）５５８８

出場者募集！

第 18回芦北ローラーリュージュ大会

開催日変更のお知らせ 衆議院議員選挙のため、10 月 22 日（日）に予定されていたイベントな
どは延期となりました。開催日以外の時間、場所に変更はありません。

イベント名　　　　　　　　　延期後の開催日　　　　　問い合わせ先
▶集団健診（10 月 22 日分）    平成29年11月12日（日）　　　保健センター ☎︎（８６）０２００
▶芦北町国際交流まつり　　平成29年11月26日（日）　　　企画財政課　☎︎（８２）２５１１（内線２５２）
▶文化講演会　　　　　　　平成30年２月４日（日）　　　 社会教育センター　☎︎（８２）２２１３

シルバー人材センター会員募集仕
事

　地域のため、自分のために豊かな知識と経験を生
かしてみませんか。草取り、剪定、施設清掃、家の片付
けなど、活躍の場はたくさんあります。
◆お仕事の依頼もお待ちしています。
　当センターの会員は住民の皆さまの要望に応え、
さまざまな仕事をしますので、ぜひご活用ください。

＊問い合わせ先
　芦北町シルバー人材センター
　☎︎（８６）０２９４　（芦北町社会福祉協議会）

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間　11月13日（月）〜19日（日）

相
談

　次のとおり電話相談を受け付けます。相談内容に
ついての秘密は堅く守られます。
▶日時　◎ 11 月 13 日（月）〜 19 日（日）
　　　　　午前８時 30 分〜午後７時
　※ 18 日（土）、19 日（日）は午前 10 時〜午後５時
▶相談内容　夫・パートナーからの暴力、ストーカー
被害、職場でのセクハラなどの人権問題
▶相談担当者　人権擁護委員・法務局職員
＊相談専用ダイヤル　
　☎︎０５７０（０７０）８１０
　※開庁日は常時相談に応じています。
　　（平日午前８時 30 分〜午後５時 15 分）

障がいのある方を対象とした
職業訓練生募集（受講料無料）

訓
練

　【パソコン資格取得科】　
▶受講対象　身体、精神、発達、難病、高次脳機能
▶定員　８人　　▶申込期限　11月30日（木）
▶内容　パソコンの基礎とアプリケーション操作　
　　　　技能、ワードとエクセルの資格取得
▶訓練期間　平成30年1月10日（水）〜3月23日（金）
▶経費　テキスト代　10,000円（税込み）程度
▶訓練場所　やつしろハーモニーホール

＊申込・問い合わせ先
　お近くのハローワークまたは県立高等技術専門校
　☎︎０９６（３７８）０１２１

緊急地震速報訓練　および
Ｊアラート全国一斉情報伝達訓練

訓
練

◎緊急地震速報訓練（熊本シェイクアウト訓練）
▶日時　11月１日（水）　午前10時頃（１分間程度）
▶内容　防災行政無線で訓練放送
　《熊本シェイクアウト訓練》も同時に実施します。
　①姿勢を低くする②頭や身体を守る③揺れがおさま
るまで待つの３つの安全行動を行ってください。
◎Jアラート全国一斉情報伝達訓練
▶日時　11月14日（火）　午前11時頃
▶内容　防災行政無線による訓練放送
※Jアラートとは地震・津波や武力攻撃などの緊急情報
を国から瞬時に伝えるシステムです。

＊問い合わせ先
　総務課 防災交通係　☎︎（８２）２５１１（内線２０４）

（お詫びと訂正）
広報あしきた 9 月号に掲載した「英国派遣事業報告会」
の記事（20 ページ）中、写真説明の氏名表記に誤りが
ありました。お詫びして訂正します。
　　　　（誤）川添姫乃　→（正）河添姫乃

・環境配慮型の先端技術の研究開発事業

・環境配慮型の研究開発を促進する事業
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ま ち の わ だ い

　芦北高校で９月 22 日、３年生を対象に 18 歳からの
選挙についての講話と模擬投票が行われました。
　町選挙管理委員会の担当者が選挙について説明したあ
と、町長選挙を想定した模擬投票を実施。高校生たちは
３人の候補者の意見を聞いて、実際の選挙で使用される
投票用紙と投票箱を使って投票を体験しました。
　生徒からは「自分たちの未来は自分たちで考えないと
いけないなと思った」、「これを機に自分の意見を反映さ
せていきたい」などの感想が寄せられました。

　

芦
北
町
を
ロ
ケ
地
に
し
た
映
画
を
作
ろ
う

と
町
民
有
志
で
設
立
し
た
「
あ
し
き
た
映
画

製
作
委
員
会
」
の
活
動
が
本
格
化
。
現
在
、

16
人
の
メ
ン
バ
ー
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス

タ
ー
を
作
り
、
協
賛
金
の
協
力
を
事
業
所
な

ど
に
依
頼
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

10
月
７
日
に
あ
っ
た
委
員
会
の
会
合
に
は

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
撮
影
場

所
の
下
見
）
の
た
め
、
東
京
か
ら
来
町
し
た

監
督
の
篠
原
隼
士
さ
ん
（
芦
北
町
出
身
）
と

助
監
督
の
齋
藤
岳
彦
さ
ん
も
出
席
。
映
画
に

つ
い
て
の
お
互
い
の
思
い
や
考
え
を
伝
え
あ

い
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

映
画
は
、
芦
北
町
の
風
景
を
背
景
に
、
町

内
で
働
く
３
人
の
若
者
の
夢
や
苦
悩
を
描
く

ス
ト
ー
リ
ー
。
来
年
春
に
撮
影
し
、
芦
北
町

で
の
試
写
会
な
ど
を
経
て
２
０
１
９
年
の
劇

場
公
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

製
作
委
員
会
の
平
江
大
八
会
長
は
「
自
分

た
ち
の
ふ
る
さ
と
が
舞
台
と
な
る
映
画
な
の

で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
ほ
し
い
。
多
く
の

皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
た
ら
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

撮
影
に
は
多
く
の
出
演
者
が
必
要
で
、

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
来
年
１
月
、
芦
北
町
内

で
行
う
予
定
で
す
。
役
柄
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
今
年
12
月
に
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

＊
協
賛
や
映
画
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

あ
し
き
た
映
画
製
作
委
員
会（
平
江
商
店
内
）

☎︎（
８
２
）２
７
４
３（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

僕たちの町で、僕たちの物語が生まれる。

18歳選挙権 芦高生が投票を体験

まちのわだいまちのわだい

　百木公民館で９月 19 日、百木地区敬老会があり、湯
浦保育園の園児 30 人が訪れ、歌や踊りを披露しました。
　同地区では、「高齢者の心に残る敬老会をしよう」と
同保育園に相談。保育園側が快諾して実現しました。
　園児たちがハワイアンフラやムツゴロどんなどを踊っ
たり、ふるさとなどの童謡を歌ったりすると、高齢者の
皆さんは笑顔で手拍子や拍手をしていました。
　披露後は園児たちが肩たたきをしながら、高齢者と交
流。笑顔あふれる敬老会となりました。

保育園児が敬老祝い   歌・踊り披露

田川地区で総合防災訓練
　田川地区で９月 10 日、総合防災訓練が行われ、地区
住民の３分の１にあたる 108 人が参加しました。
　訓練は八代海を震源とした震度６の地震が発生したと
想定して行われ、地区住民は自宅から徒歩で一時的な避
難所として同地区の公民館に避難。地区の自主防災組織
の指示にしたがって行動していました。
　同自主防災会はこれまで２回の防災訓練を行ってお
り、今回は避難訓練に加え、ドローンを使った情報収集
や消火器を使った消火訓練、AED を使った心肺蘇生法
の訓練など、初めて総合的な訓練を実施しました。
　

里山にチェロの音色響き渡る

鳥のさえずりや小川のせせらぎが聞こえる中でチェロを奏で
る四家卯大さん

　９月 10 日、漫画家・村枝賢一さん（田川）の自宅ウ
ッドデッキで、チェリストの四家卯大（しか・うだい）
さんの演奏会が開かれ、地域住民など約 50 人がプロの
音楽家が奏でるチェロの音色に聴き入りました。
　四家さんは村枝さんの妻・森真理さん（漫画家）と同
じ小・中学校の同級生。森さんが四家さんの CD ジャケ
ットのイラストを手がけるなど交流があり、今回、
Mr.Children のライブ出演のため来熊したタイミングで
演奏会の実施となりました。四家さんは「住民の皆さん
とも交流でき、芦北を満喫しました」と話していました。

地震が発生したと想定して公民館に避難する住民と誘導する
田川地区自主防災会のメンバー

　大相撲の元横綱・貴乃花親方が９月 27 日、JKA 芦北
トレジャー相撲クラブを視察しました。親方は、以前か
ら相撲クラブの監督と親交があり、今回の視察が実現し
ました。
　稽古中は終始、真剣な面持ちで子ども達の様子を観察。
緊迫した雰囲気でしたが、稽古終了後には笑顔で記念撮
影やサインに応じ、子どもたちは喜んでいました。
　親方は、最後に「これからも相撲道に精進してくださ
い」と子どもたちを激励していました。
　

貴乃花親方が相撲クラブを視察
▲あしきた映画製作委員会の皆さん▲篠原監督と映画についてアイデアを出し合う芦北高校の生徒たち

「
秋
の
展
示
」

○
開
催
期
間　

12
月
10
日
㈰
ま
で　

○
休
館
日　
　

第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

美術館だより
芦北町立

　

現
在
、「
秋
の
展
示
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
「
落

葉
」「
彼
岸
花
」
な
ど
の
ペ
ン
画

作
品
や
「
椿
」「
コ
ス
モ
ス
」
な

ど
の
秋
の
草
花
を
題
材
と
し
た
作

品
を
中
心
に
、
自
分
と
い
う
存
在

か
ら
自
然
を
見
つ
め
る
こ
と
で
生

み
出
さ
れ
る
星
野
の
世
界
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ

さ
い
。　

木
の
葉
（
２
０
０
１
年
）

敬老会出席者の前でムツゴロどんを踊る園児

貴乃花親方と芦北トレジャー相撲クラブの皆さん

模擬投票を行う芦北高校の生徒たち

あしきた映画 検索
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書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濵
田 

美
鈴

宮
島 

政
江

絵
手
紙

編
物
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田 

洋
子

町民講座作品紹介

アクリルたわし

おすすめ図書紹介

ある殺人事件をめぐり、二人の検
事が対立。互いの正義を賭した二
人の戦いの行方は…。人が人を裁
くとはどういうことなのか。
2018年映画化原作本です。

「
検
察
側
の
罪
人
」

 

雫
井 

脩
介 

著
（
文
藝
春
秋
）

ケンちゃんのはじめてのハロウィン。
「トリック・オア・トリート！おかし
くれなきゃ、いたずらするぞ！」日
本の男の子の目を通してアメリカ
のハロウィンの雰囲気・楽しみ方
を伝えています。

「きょうはハロウィン」
平山暉彦 作  （福音館書店）

ぽっこりお腹、二の腕、あなたの
気になる部分。たった５分のエク
ササイズで自分の憧れの体型を手
にしてみませんか。

　
モ
デ
ル
が
秘
密
に
し
た
が
る

　「
体
幹
リ
セ
ッ
ト
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

佐
久
間 

健
一
著
（
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
）

BOOK町立図書館 ☎︎（８２）２２１３

社教センター社教センター

図書館休館日　【社教センター】　11 月３日（金・祝）、５日（日）、23 日（木・祝）
【田浦図書室】      10 月 23 日（月）、11月13 日（月）、27 日（月）

Diary
水仙と桜の橋

うきうき

芦北

　英国派遣報告会で派遣者の発表
を聞いた時、自分が当たり前と思う
ことは日本人にとって当たり前では
ないことに気づきました。英国派
遣に行った皆さんが小学校訪問で
は日本の小学校との違いの多さに
驚きの連続だったそうです。小学
校訪問の写真を見ると、自分の小
学校とあまり変わりませんでした。
今回はイギリスの小学校の特徴を
紹介したいと思います。
　イギリスの小学校は５歳から入学
し、 イ ギ リス 英 語 で「Primary 
school」 と言います（elementary 
school はアメリカ英語です）。派遣
者は、教室にカラフルな飾りがい
っぱいあることに驚いたそうです。

明るい空気を作って、学校が楽し
いと思ったら、学習意欲も高まる
と思われています。もちろん、授
業を行うのが先生の役割ですが、
イギリスではグループワークや、話
し合うことも大事だと考えられてい
ます。なので、机に一人ずつ座る形
より、テーブルを囲む形の方が多
いです。この間取りはグループワー
クがしやすく、分からない時は隣
の人に聞くことができます。  
 　もう一つの大きな違いは全校集
会です。全校集会といえば、日本
では表彰式や校長先生の話などが
多いと聞きましたが、イギリスはか
なり違います。小学生の頃、毎週
金曜日の朝はホームルームではなく、

全校集会でした。最初は賛美歌か、
伝統的なウェールズの歌を歌いまし
た。いじめ、友達との喧嘩など子
どもに影響がある問題は詩や短編
小説を通して分かりやすく説明され
ました。最後にウェールズ語で主
の祈りを唱えました。もちろん、キ
リスト教ではない人は言わなくても
いいです。全校集会はキリスト教
の教えを伝えるものではなく、ヒン
ドゥー教のディーワーリー、ユダヤ
教のスッコート（収穫祭）のような
世界の宗教の祝祭も紹介しました。
　そこで、私は他の宗教・文化に
ついてもっと知りたいなと思い始め
ました。その結果、外国語に興味
を持って、留学する機会を得て、
日本に来たわけです！

Vol.14

・田浦図書室

編
　
集
　
後
　
記

　
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が
日
進
月
歩
で

進
化
し
て
い
ま
す
ね
。
自
動
運
転
車

な
ど
遠
い
未
来
の
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
う
遠
い
こ
と
で
は
な

さ
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
あ
ら
ゆ

る
こ
と
が
機
械
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
自
動
化
さ
れ
て
い
く
と
思
う
と
少

し
怖
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。た
だ
、

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
人
手
が

足
り
な
く
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

そ
う
し
た
技
術
革
新
に
よ
る
効
率
化

も
必
要
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
分
、人
間
は
文
化
に
触
れ
た
り
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
時
間
が
増
え
る

と
い
い
で
す
ね
。
広
報
紙
の
編
集
も

自
動
で
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
だ

ろ
う
か
と
考
え
る
今
日
こ
の
頃
で
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
）

　

昼
間
は
暖
か
い
で
す
が
、
朝
夕
は

冷
え
ま
す
ね
。
マ
ス
ク
姿
の
人
を
見

か
け
る
よ
う
に
な
り
、
私
も
久
し
ぶ

り
に
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
発
熱
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
水
…

そ
れ
で
も
落
ち
な
い
食
欲
（
笑
）。

お
か
げ
で
回
復
も
早
そ
う
で
す
。
▼

文
化
祭
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
発

表
や
作
品
展
示
に
向
け
て
準
備
さ
れ

て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
体
調
を
崩
し
や
す
い

季
節
で
す
。
体
調
管
理
に
も
気
を
つ

け
て
、
日
頃
の
学
び
を
余
す
こ
と
な

く
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ね
。（
ス
ギ
）

社教センター ・田浦図書室

お誕生おめでとう

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

宮本　稜
い つ き

月　　  ８．３０　    男　　 泰志　　  計石西

平野　玲
れ お

旺　　  ８．３０　    男　　 晃一郎　  湯浦北　 

坂前　拓
た く と

斗　　  ９．  １　    男　　 光洋　　  小田浦３

鶴本　朔
さ く や

椰　　  ９．  １　    男　　 貴広　　  湯南団地

古江　永
え い と

偉斗　  ９．  ８　    男　　   誠　　　湯浦南

福山　時
ときまさ

政　　  ９．  ９　    男　　 聡一郎　  芦北

上村　実
み の り

莉　　  ９．１４　    女　　   英　　　道川内西

川口　美
み づ き

月　　  ９．２０　    女　　 和也　　  湯浦東

桑鶴　栞
か ほ

帆　　  ９．２２　    女　　 新生　　  海浦１

H29. ９. １〜９.30 受付分（敬称略）受付件数９件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

ご冥福をお祈りします

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　 区　

竹本　司　　　　 ８．３１　　　８３　　 田浦２

福浦　ヱミ子　　 ９．  ９　　　７７　　 福浦

　木　守　　　　 ９．１０　　　７３　　 海路・高田辺

宮原　寛之　　　 ９．１２　　　８４　　 大川内南

本田　辰雄　　　 ９．１２　　　８２　　 西告   

坂口　義人　 　　９．１４　　　８５　　 道川内東

元田　　夫　　　 ９．１５　　　８３　　 田浦３

山本　康男　　　 ９．１８　　　９２　　 湯浦南

元山　靜子　　　 ９．１９　　　８９　　 小田浦２

溝口　ミエ子　　 ９．１９　　　８８　　 古石北

濱田　マサエ　　 ９．２５　　　９１　　 大岩一

長脇　文代　　　 ９．２７　　　６９　　 天月

川中　ツヨ子　　 ９．２７　　　９２　　 花岡東

半崎　修　　　　 ９．２９　　　７７　　白岩

H29. ９. １〜９.30 受付分（敬称略）受付件数 14 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
　なお、掲載の承諾には署名・押印が必要です。

イギリスの小学校教室の様子
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俗
芸
能
大
会

 59回九州地区民俗芸能大会実行委員会(福岡県教育委員会、佐賀県、 長崎県教育委員会、熊本県教育委員会、

大分県教育委員会、宮崎県教育委員会、鹿見島県教育委員会、沖縄県教育委員会、芦北町、芦北町教育委員会)

熊本県文化協会、熊本県文化財保護協会、熊本日日新聞社、朝日新聞社、 共同通信社、時事通信社、毎日新聞社、西日本新聞社、

読売新聞西部本社、 日本経済新聞社、NHK熊本放送局、RKK熊本放送、TKUテレビ熊本 KKTくまもと県民テレビ、

KAB熊本朝日放送、エフエム熊本、エフエム八代、ジェイコム九州、肥薩おれんじ鉄道、全国民俗芸能保存振興市町村連盟

補　助／文化庁

 問い合わせ／熊本県教育庁教育総務局文化課　〒862-8609 熊本市中央区水前寺6丁目18番1号  TEL：096-333-2704

後　援／

主　催／

 北町民総合センター
（しろやまスカイドーム）

〒869-5442 熊本県葦北郡芦北町

大字花岡1705番地1

 EL.0966-82-5858

会 

場

 場料 無料

 
成
 9
年  月 9日日 

時

日

九州各地を代表する代表九

伝統芸能がここに集結伝統芸能がここに集結伝 能能能能

 59回
九州地区

        回回回回回回回

九九九九九九九州州州州州地地地地地区区区区区区区

 
俣
の
棒
踊
り

《
熊
本
県
》

長
者
の
大
主

《
沖
縄
県
》

 花相撲踊り
《宮崎県》

ヨンシー踊り
《鹿児島県》

東浜町一組女相撲《長崎県》

高
良
山
獅
子
舞

《
福
岡
県
》

豊
前
神
楽

《
大
分
県
》

宮の後臼太鼓踊り《熊本県》

開場／12：20  開演／12：50～17：00

高
志
狂
言

《
佐
賀
県
》

芦北町民総合センター　開館 20周年記念

１８：３０〜オープニング

コンサート １８：５０〜

芦北町告にて出生。ドイツ国
立ミュンヘン音楽大学大学院
修了。大阪フィルハーモニー
でチェロ奏者として活躍中。

会場／ 芦北町民総合センター
（しろやまスカイドーム）

河内仁志 ブルックス・信雄・トーン
ピアノ クラリネット

特別出演：芦北保育園・佐敷中学校

　　　　　問い合わせ先　       芦北町教育委員会　生涯学習課　　☎︎（８７）１１７１

入場料  無料

田中 賢治（たなか・けんじ）

熊
本
県
代
表
と
し
て
、
芦
北
町
か
ら
『
宮み

や

の
後う

し
ろ

臼う
す
だ
い
こ

太
鼓
踊
り
保
存
会
』
が
出
演

九
州
各
地
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能
が
芦
北
町
に
集
結

芦
北
保
育
園
将
友
太
鼓

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
葦
北
鉄
砲
隊
と
く
ま
モ
ン
が
登
場
！

芦北町民総合センター
（しろやまスカイドーム）


